
都
が
構
築
し
よ
う
と
し
て

い
る
共
同
利
用
型
の
情
報

シ
ス
テ
ム
を
被
災
者
の
生
活
再

建
を
支
援
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム

①
新
設
保
育
園
へ
の
一
時

保
育
設
置
を
ど
う
進
め
る

か
②
東
京
都
の
補
正
予
算
活
用

に
つ
い
て
市
の
考
え
③
保
育
士

の
労
働
実
態
の
把
握
を
す
べ
き
。

①
ニ
ー
ズ
を
見
き
わ
め
、

拡
充
に
努
め
て
い
る
。
②

既
に
実
施
し
て
い
る
事
業
の
財

源
と
し
て
活
用
。
③
指
導
検
査

の
際
に
把
握
し
て
い
る
。

①
市
役
所
駐
車
場
の
目
的

は
②
障
が
い
者
は
無
料
に

な
る
と
掲
示
す
べ
き
③
中
央
公

民
館
利
用
者
の
駐
車
料
金
を
軽

減
す
べ
き
だ
が
、
市
の
認
識
は
。

①
施
設
利
用
者
の
便
宜
を

図
る
も
の
。
市
民
の
利
便

性
の
向
上
の
一
つ
で
あ
る
。
②

対
応
し
て
い
く
。
③
検
討
課
題

と
受
け
と
め
る
。

市
役
所
・
公
民
館
の
駐
車
場

有
料
化
問
題
に
つ
い
て

過
労
死
・
過
労
自
殺
を

生
ま
な
い
社
会
を
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一般質一般質問問一般質問
（要旨）（要 旨）（要 旨）

第4回定例会では、12月1日、2日、5日、6日の4日間にわたり
21人の議員から一般質問が行われました。各議員の主な質問と答
弁を要約して掲載します。

①
総
合
事
業
担
い
手
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
。
認
定
ヘ
ル

パ
ー
研
修
の
拡
充
を
②
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
は
内
部
疾
患
が
不
明

で
は
③
通
所
型
Ａ
看
護
師
な
し

は
危
険
、
配
置
を
④
報
酬
削
減

は
撤
退
が
心
配
、
利
用
者
が
一

番
困
る
、
報
酬
の
引
き
上
げ
を
。

①
認
定
ヘ
ル
パ
ー
は
家
事

援
助
が
中
心
。
②
ア
セ
ス

メ
ン
ト
で
医
療
情
報
の
聞
き
取

り
と
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
時
に
主

治
医
の
意
見
照
会
を
行
う
。
③

ハ
イ
リ
ス
ク
の
方
は
み
な
し
の

通
所
型
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
。
④

引
き
上
げ
は
考
え
て
い
な
い
。

高
齢
者
が
生
き
生
き
暮
ら
せ

る
介
護
保
険
・
総
合
事
業
に

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の

国
民
健
康
保
険
に

①
国
庫
負
担
の
推
移
は
②

国
庫
補
助
引
き
上
げ
要
望

を
③
決
算
の
見
通
し
④
諮
問
し

た
保
険
料
の
値
上
げ
内
容
案
は

⑤
今
後
法
定
外
繰
入
を
な
く
す

の
か
⑥
低
所
得
者
の
た
め
に
境

界
層
制
度
を
設
け
る
べ
き
。

①
税
源
移
譲
も
あ
り
40
％

か
ら
32
％
と
な
っ
て
い
る
。

②
市
長
会
等
で
も
国
に
申
し
入

れ
て
い
る
。
③
現
時
点
で
は
、

昨
年
度
と
ほ
ぼ
同
水
準
で
推
移
。

④
賦
課
方
式
の
変
更
と
制
度
改

革
を
見
据
え
た
税
率
の
改
定
。

⑤
検
討
は
必
要
と
考
え
る
。
⑥

国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

・
学
校
給
食
に
つ
い
て

①
野
菜
の
価
格
高
騰
へ
の

対
応
。
②
委
託
業
者
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
は
。
③
給
食
セ
ン
タ
ー

で
試
食
会
を
。
④
市
民
食
堂
で

給
食
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
を
。
⑤

他
自
治
体
を
参
考
に
フ
ー
ド
ロ

ス
の
取
り
組
み
を
。

①
使
用
量
を
抑
え
た
り
、

野
菜
や
納
入
業
者
の
変
更
。

②
段
階
を
踏
み
な
が
ら
、
無
理

を
さ
せ
な
い
。
③
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
取
り
組
み
を
検
討
。

④
運
営
事
業
者
へ
提
案
す
る
。

⑤
食
材
使
い
き
り
な
ど
を
啓
発

し
て
い
く
。

食
育
の
推
進
に
つ
い
て

学
校
教
育
の
課
題
に
つ
い
て

①
一
中
の
改
修
改
築
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
。
②
中
学
校

の
部
活
に
つ
い
て
梢ア
あ
り
方
。

梢イ
少
人
数
へ
の
対
応
。
梢ウ
他
校

と
の
合
同
練
習
の
課
題
。
梢エ
少

人
数
や
教
員
の
負
担
等
課
題
が

大
き
い
が
部
活
へ
の
見
解
は
。

①
平
成
43
・
43

44
年
に
改
築

費
用
を
見
込
む
予
定
。
②

梢ア
連
帯
感
の
涵
養
や
責
任
感
を

培
う
教
育
活
動
の
一
環
梢イ
専
門

性
の
高
い
指
導
が
で
き
る
人
材

や
地
域
の
人
材
を
活
用
梢ウ
生
徒

の
安
全
確
保
や
学
校
同
士
の
日

程
調
整
等
梢エ
教
員
や
生
徒
に
無

理
が
生
じ
な
い
推
進
策
が
必
要
。

①
23
区
と
市
で
は
財
政
力

の
差
が
あ
る
。
認
識
は
②

補
填
す
る
仕
組
み
が
必
要
だ
が

③
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の

所
得
制
限
撤
廃
を
④
待
機
児
解

消
の
た
め
保
育
所
運
営
経
費
の

増
額
を
都
に
要
請
を
⑤
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
補
助
の
活
用
を
。

①
財
政
力
に
差
が
あ
り
、

ソ
フ
ト
面
の
サ
ー
ビ
ス
で

差
が
出
て
い
る
。
②
市
町
村
総

合
交
付
金
制
度
が
あ
る
。
③
現

状
で
は
考
え
て
い
な
い
。
④
市

長
会
を
通
じ
て
要
望
し
て
い
く
。

⑤
仮
称
元
和
泉
運
動
ひ
ろ
ば
で

の
申
請
を
考
え
て
い
る
。

市
民
要
望
実
現
の
た
め
に

～
三
多
摩
格
差
解
消
を
～

市
民
セ
ン
タ
ー

増
改
築
に
向
け
て

①
調
査
委
託
の
内
容
は
。

②
実
施
状
況
。③
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
。④
市
民
説
明
会

の
実
施
を
。⑤
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
時
期
は
。⑥
実
施
時
は
市
民

の
会
と
も
相
談
を
。⑦
説
明
会

が
遅
す
ぎ
る
。早
く
実
施
す
べ

き
。⑧
具
体
的
な
計
画
時
期
は
。

①
市
民
の
会
提
案
書
の
実

現
可
能
性
の
調
査
。②
法

的
検
証
、
概
略
案
の
作
成
等
を

実
施
中
。③
来
年
度
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
予
定
。④
実
施
す
る
。⑤

来
年
度
秋
。⑥
意
見
交
換
す
る

予
定
。⑦
財
政
見
通
し
等
を
立

て
た
上
で
実
施
す
る
。⑧
未
定
。

個
人
番
号
の
記
入
へ
の
不

安
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
市
民
が
申
請
書
等
に
個
人

番
号
を
記
入
し
な
く
て
も
不
利

益
は
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

個
人
番
号
が
記
載
さ
れ
て

い
な
い
申
請
書
等
も
受
理

し
、
記
載
の
な
い
こ
と
で
審
査

に
影
響
は
な
い
た
め
、
不
利
益

に
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

個
人
番
号
、記
入
し
な
く
て

も
不
利
益
の
な
い
よ
う
に

調
布
市
や
多
摩
市
で
は
公

共
施
設
の
屋
根
を
貸
し
出

し
て
太
陽
光
発
電
を
進
め
て
い

る
。
狛
江
市
で
も
公
共
施
設
の

市
平
和
都
市
宣
言
を
尊
重
し

自
衛
隊
派
遣
に
反
対
を

公
共
施
設
の
屋
根
貸
し
制
度

で
太
陽
光
発
電
の
促
進
を

屋
根
貸
し
制
度
を
検
討
す
べ
き
。

公
共
施
設
の
屋
根
貸
し
事

業
に
つ
い
て
は
以
前
検
討

を
行
っ
た
が
、
様
々
な
状
況
等

を
踏
ま
え
て
、
さ
ら
な
る
検
討

が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

市
平
和
都
市
宣
言
は
憲
法

9
条
に
記
さ
れ
た
交
戦
権

の
否
認
を
市
と
市
民
の
行
動
原

理
と
し
て
い
る
。
南
ス
ー
ダ
ン

へ
の
自
衛
隊
派
遣
に
反
対
を
。

今
回
の
新
任
務
付
与
は
法

等
に
基
づ
く
も
の
で
、
安

全
確
保
に
努
め
て
行
わ
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
、

特
に
反
対
す
る
考
え
は
な
い
。

保
育
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

①
自
殺
予
防
の
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
を
ふ
や
す
検
討

を
。
②
過
労
死
を
ふ
や
す
労
働

基
準
法
改
正
案
に
狛
江
市
か
ら

も
反
対
の
声
を
上
げ
る
べ
き
。

①
職
員
等
の
研
修
実
施
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

②
申
す
べ
き
と
こ
ろ
は
し
か
る

べ
き
ル
ー
ト
を
通
じ
て
申
し
上

げ
た
い
。

①
様
々
な
課
題
解
決
で
き

る
将
来
の
通
信
基
盤
と
い

う
観
点
で
地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
に
よ
る

通
信
環
境
整
備
に
つ
い
て
市
の

見
解
は
。
②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
通

信
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
し
て
１
基

地
局
の
設
置
で
低
コ
ス
ト
が
見

込
ま
れ
る
が
市
の
見
解
は
。

①
将
来
の
通
信
基
盤
と
し

て
可
能
性
は
あ
る
と
感
じ

て
い
る
。
今
後
の
研
究
課
題
と

し
た
い
。
②
現
在
で
も
一
定
程

度
の
整
備
は
で
き
て
お
り
、
市

全
体
で
の
活
用
を
踏
ま
え
て
研

究
す
る
必
要
が
あ
る
。

地
域
Ｗ
ｉ
Ｍ
Ａ
Ｘ
で

通
信
網
整
備
の
推
進
を

地
元
愛
に
あ
ふ
れ
た
魅
力
と

活
力
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

①
商
店
街
活
性
化
の
目
的

で
専
門
家
派
遣
サ
ポ
ー
ト

事
業
は
効
果
が
期
待
で
き
る
が

市
の
見
解
は
②
公
園
等
で
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
メ
ー
ン
ツ

リ
ー
や
光
の
ト
ン
ネ
ル
を
設
置

し
て
魅
力
ス
ポ
ッ
ト
を
創
出
す

る
こ
と
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

①
専
門
家
が
直
接
事
業
所

を
訪
問
し
て
経
営
・
技
術

を
支
援
す
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ

ン
ク
制
度
を
商
工
会
と
連
携
し

て
Ｐ
Ｒ
し
た
い
②
景
観
保
全
等

の
有
効
な
手
段
の
一
つ
と
し
て

認
識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
諸

条
件
等
を
勘
案
し
、
検
討
す
る
。

狛
江
市
教
育
振
興
基
本
計

画
実
施
計
画
は
財
源
を
含

め
て
実
効
性
を
担
保
す
べ
き
で

は
。
ま
た
、
重
点
28
項
目
を
評

価
す
る
仕
組
み
の
構
築
を
。

予
算
や
財
源
の
記
載
を
行

う
た
め
の
必
要
な
手
続
と

あ
わ
せ
て
検
討
・
調
整
し
た
い
。

効
果
的
に
評
価
し
て
い
け
る
仕

組
み
を
検
討
し
た
い
。

狛
江
市
教
育
大
綱
に
つ
い
て

と
し
て
活
用
が
図
れ
な
い
か
。

東
京
都
が
中
心
と
な
っ
て

進
め
て
い
る
被
災
者
支
援

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
協
議
会

へ
参
加
し
、
導
入
に
向
け
て
協

議
を
始
め
て
い
る
。

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
に
向
け
て

被
災
時
の「
備
え
」に
関
し
て

国
立
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル

化
資
料
の
受
信
、
雑
誌
ス

ポ
ン
サ
ー
制
度
、
書
籍
消
毒
機
、

読
書
通
帳
、
書
籍
立
体
コ
ピ
ー

機
の
導
入
を
図
れ
な
い
か
。

資
料
の
充
実
や
読
書
環
境

の
整
備
に
取
り
組
み
、
市

民
に
愛
さ
れ
魅
力
あ
る
図
書
館

を
目
指
し
狛
江
市
で
で
き
る
こ

と
を
調
査
検
討
し
て
い
く
。

小
野
寺

克

己

石

川

和

広

宮

坂

良

子

西

村

あ
つ
子

田

中

智

子

鈴

木

え
つ
お

岡

村

し

ん

※５…新たな図書館資料を確保してサービスの向上を図るため、市立図書館に雑誌の購入代金を負担していただける民間事業者等を募集する制度。
※６…銀行の預金通帳のような図書館専用の通帳。専用の機械を通すと借りた本のタイトルと貸出日などが印字される。
※７…専用の用紙に熱を加えることで、印刷した文字や絵が立体的に浮き上がって、視覚障がいのある人でもコピーを触ることによって実際の文字や絵を想像することができる。

※
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※
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※
4

※
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※
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※
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※
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※
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※１…緩和された運営基準による、運動器機能訓練を主としたミニデイサービスや運動・レクリエーション等。
※２…自殺の危険を示すサインに気づき、適切な対応を図ることができる人のこと。
※３…高速移動無線技術の一つ。免許制として市町村単位で地域事業者に利用されている。
※４…デジタルディバイド（情報格差）の解消や地域の公共の福祉の増進に寄与することを目的とした電気通信業務用の無線システム。


